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「
す
ぽ
ー
つ
・
ね
っ
と
」
を

利
用
す
る
場
合
、
利
用
者
登
録

の
事
前
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
は
左
下

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
す
ぽ
ー
つ
・
ね
っ
と
」
の

開
始
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み
方

法
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

◇
受
付
施
設

　

松
ノ
木
運
動
場

　

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

下
高
井
戸
運
動
場

　

高
井
戸
温
水
プ
ー
ル

　

杉
十
小
温
水
プ
ー
ル

　

高
円
寺
体
育
館

　

妙
正
寺
体
育
館

　

大
宮
前
体
育
館

　

永
福
体
育
館

　

荻
窪
体
育
館

※
高
円
寺
体
育
館
は
、
２
月　
１３

日
�
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

◇
受
付
開
始
日

　

２
月
１
日
�
（
１
月
中
は
機

器
の
設
置
の
た
め
、
登
録
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

１
月　

日
�
以
降
、
各
体
育

２０

施
設
で
「
す
ぽ
ー
つ
・
ね
っ
と
」

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
こ
の
冊

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆主な記事◆
◎区立体育施設電話受付システム
「すぽーつ・ねっと」 ………………１面
◎区の財政状況 ………………………２面
◎区内の防災関連施設・備蓄品 ……３面
◎「特別区制度改革」シリーズ３ … ４面

体
育
施
設
の
貸
切
予
約
が
、
こ
れ
ま
で
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み
方
法
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
音
声
応
答
を
活
用
し
た
電
話
受
付
シ
ス

テ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。
２
月
か
ら
予
約
申
し
込
み
な
ど
が
電
話
で
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
施
設
の
空
き
状
況
や
施
設

ガ
イ
ド
な
ど
を
音
声
で
ご
案
内
し
た
り
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
案
内
に
従
っ
て
希
望
す
る
項
目
を

選
ぶ
だ
け
の
操
作
方
法
で
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団  
℡
３
３
１
２
‐
２
１
１
１
（
区
代
表
）
へ
。

〈利用者登録〉

有効期間必要な書類資　　　格

登録日より３年

●利用者登録申請書
●登録者本人の住
所・氏名・生年月
日が確認できるも
の

●在勤・在学者の場
合、それが確認で
きるもの

区内在住などの要件にかかわらず、１６
歳以上の方ならどなたでも登録するこ
とができます。ただし、庭球場の一次
抽選申し込みには区内在住・在勤・在
学のいずれかの要件が必要です

個人での登録

旧登録証の有効
期限のとおり

●社会体育団体登録
移行依頼書

●杉並区社会体育団
体登録証

現在、社会体育団体であること
すでに活動している
社会体育団体

※平成１２年４月利用分は、１次抽選と�
　２次抽選を同時に行います。�4

月
利
用
分
�

施設を利用するまでの流れ（平成１２年５月利用分以降）�

１次抽選電話受付�
登録団体�

テニス個人枠�
２次抽選電話受付� 空き枠への申し込み�

使用料�
支払い�

施設の使用�

（17日～27日）�

当選結果確認�
使用申し込み�

（17日～27日）�

当選結果確認�
使用申し込み�

使用申し込み�

１次・２次抽選電話受付� 空き枠への申し込み�

使用料�
支払い�

施設の使用�

（2月17日～27日）�

当選結果確認�
使用申し込み�

使用申し込み�

3カ月前� 2カ月前� 1カ月前� 当日�

2カ月前� 1カ月前� 当日�

１２年４月利用分の申し込みは�
注意してね！　�

（6日～16日）� （6日～16日）�

（2月6日～16日）� （3月１日～）�

（使用日の１カ月前になった�
　ものから順次受け付けます。）�

施設の貸切使用電話番号施設の貸切使用電話番号

℡℡５３０５‐６２１１５３０５‐６２１１

主に貸切使用の予約申込や、施設の
空き状況、施設ガイドなどの情報を
提供します。

施設の一般使用電話番号施設の一般使用電話番号

℡℡５３０５‐６２１２５３０５‐６２１２

気軽に運動をしたいときや個人で利
用したいとき、各施設での使用可能
な種目や日程などをご案内します。

す
ぽ
ー
つ
・
ね
っ
と

す
ぽ
ー
つ
・
ね
っ
と

す
ぽ
ー
つ
・
ね
っ
と

 
区
立
体
育
施
設
電
話
受
付
シ
ス
テ
ム

ま
ず
は「利

用
者
登
録
」
を

登
録
の
受
付

スポテルくん

すぽーつ・ねっと電話受付時間…午前８時～午後１１時

詳
し
く
はハン

ド
ブ
ッ
ク
を
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今
年
度
は
、
個
人
住
民
税
を

含
む
大
規
模
で
恒
久
的
な
減
税

が
検
討
さ
れ
、
区
税
収
入
の
大

幅
な
落
ち
込
み
が
予
測
さ
れ
る

中
で
、
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
来
年
度
に

１１

実
施
さ
れ
る
特
別
区
制
度
改
革

や
介
護
保
険
制
度
の
準
備
な

ど
、
多
様
化
す
る
諸
課
題
へ
の

適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
に
予

１１

定
さ
れ
て
い
た
区
議
会
・
区
長

選
挙
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
区
民

の
皆
さ
ん
の
意
向
を
区
政
に
反

映
さ
せ
る
必
要
も
あ
り
ま
し

た
。

　

し
た
が
っ
て
、　

年
度
当
初

１１

予
算
は
、
あ
る
程
度
の
財
源
を

残
し
た
準
骨
格
予
算
と
し
て
編

成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
、
一
三
一
〇
億
三
〇
〇

〇
万
円
、
対
前
年
度
３
・
３
％

減
と
な
り
、
特
別
会
計
を
含
め

た
予
算
総
額
は
二
一
二
一
億
二

〇
九
五
万
九
〇
〇
〇
円
と
な
り

ま
し
た
（
表
２
）。

　

１
号
補
正
は
、
新
し
い
議

会
・
区
長
の
も
と
で
の
初
め
て

の
予
算
と
し
て
、
６
月
に
編

成
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
補
正

額
は
二
六
億
四
〇
五
一
万
一
〇

〇
〇
円
で
し
た
。

　

２
号
補
正
は
９
月
に
編
成
、

議
決
さ
れ
、
補
正
額
は
六
億
三

八
七
九
万
円
で
す
（
表
３
）。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た　

年
９
月

１１

末
の
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額
を

含
む
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

一
三
七
二
億
九
六
四
九
万
五
〇

〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
（
表

２
）。

　
　

年
９
月
末
の
区
債
現
在
高

１１
は
、
用
地
会
計
を
含
め
八
六
四

億
二
五
七
〇
万
一
〇
〇
〇
円
で

す
（
表
４
）。
今
年
度
は
、
減

税
の
実
施
に
よ
る
減
税
補
て
ん

債
の
発
行
な
ど
、
三
六
億
六
三

〇
〇
万
円
を
限
度
額
と
し
た
区

債
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

土
地
や
建
物
な
ど
の
公
有
財

産
の　

年
９
月
末
現
在
高
は
、

１１

約
五
五
四
九
億
九
六
五
六
万
四

〇
〇
〇
円
で
す
（
表
５
）。

　

区
の
収
入
と
な
る
べ
き
金
額

と
し
て
確
定
し
た
、　

年
９
月

１１

末
現
在
の
特
別
区
民
税
現
年
度

分
調
定
額
は
五
二
四
億
九
一
五

三
万
円
で
す
。
前
年
度
同
時
期

調
定
額
よ
り
四
一
億
二
三
〇
一

万
円
ほ
ど
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。

　

景
気
の
低
迷
と
、
国
の
て
こ

入
れ
策
と
し
て
の
減
税
の
影
響

の
た
め
、
区
税
収
入
が
落
ち
込

み
、
区
は
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
る　

年
１２

度
も
、
区
財
政

は
極
め
て
厳
し

い
状
況
で
あ
る

こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

行
財
政
改
革

の
推
進
な
ど
、

財
政
健
全
化
の

方
策
を
講
じ
な

い
場
合
に
は
、

危
機
的
状
況
に

陥
り
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

区
で
は
現
在
、
区
政
の
経
営

改
革
を
め
ざ
し
た
「
杉
並
区
行

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
徹

底
し
た
内
部
努
力
や
事
業
の
見

直
し
な
ど
、
新
た
な
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

世
２１

紀
の
杉
並
区
の
明
る
い
未
来
に

向
け
て
、
的
確
で
効
率
的
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

表１―１１年度予算各会計執行状況（１１年９月３０日現在　単位：円）

執行率（％）支出済額収入率（％）収入済額予算現額会計区分

４４.１５

３４.９３

３７.１８

５０.５３

６０,６１９,６７４,７４９

１１,３６７,７６０,１５３

１７,７４６,３７９,９４４

４１０,６６９,８９３

４３.７６

３７.８９

３９.０１

５０.５３

６０,０７６,０５４,９３２

１２,３３２,２８９,５１５

１８,６１９,３４７,３４１

４１０,６９９,８９３

１３７,２９６,４９５,０００

３２,５４４,４５３,０００

４７,７３３,７１３,０００

８１２,７９３,０００

一般会計

国民健康保険事業会計

老人保健医療会計

用地会計

４１.２８９０,１４４,４８４,７３９４１.８７９１,４３８,３９１,６８１２１８,３８７,４５４,０００合　計

表３―補正予算の主な内容（事業別歳出　単位：千円）

２号補正1号補正

金　額事　業　名金　額事　業　名

３０５,２９２
２００,０００
４０,１１０
２６,７００
２３,５１２
１４,８７４

少子化対策臨時特例交付金事業
少子化対策基金繰出
一般総務事務
高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ建設
精神障害者施設助成
リサイクルの推進

９５０,０００
３８５,００７
２７２,０００
１９１,１６２
９１,９５２
８６,６２８

施設建設助成
校地買収
高齢者在宅サービスセンター建設
デイサービス施設整備
庁舎管理
リサイクルの推進

 ���������� 表４―特別区債目的別現在高（単位：千円）　　　　用地会計を含む

合　計市中銀行振興協会金融公庫郵政省大蔵省区　分

１,４０７,７９０

７,４０５,０５７

１２１,２００

８９５,６６０

１４,９４２,０５３

３０,８３５,２１８

２６,２３６,９７３

２,７７８,０００

１,８０３,７５０

１,４０７,７９０

７６４,９９０

５５１,６６０

６,４４４,２４０

８,２７９,７７０

１,７１８,８００

１,８０３,７５０

８９,４００

３４７,５００

４９０,０４４

５２,５４６

６６,６４７

１８,８８２,０５６

６,１５０,０２３

６８,６５４

３４４,０００

８,０８３,６６６

３,５８３,９９２

２４,５１８,１７３

２,７７８,０００

区民生活債

福祉債

保健衛生債

都市環境債

土木債

教育債

減税補てん債

臨時税収補てん債

公共用地先行取得債

８６,４２５,７０１２０,９７１,０００８９,４００３４７,５００１９,４９１,２９３４５,５２６,５０８合　計

　　　　〈表５の基金の内訳〉（単位：円）

金額基金名金額基金名

２０,０００,０００

３０,０００,０００

１,０００,０００,０００

７,０００,０００,０００

１用品調達基金

２国保高額療養費貸付基金

３公共料金支払基金

４用地取得基金

運
用
基
金
*
２

６,４３５,７９２,１５１

５,４６０,３２２,６９８

２,１３５,５９１,６５１

１,９２６,３１１,１４８

４５２,０５６,３７２

１,０９０,２６８,０００

１基幹的施設建設基金

２財政調整基金

３災害対策基金

４義務教育施設建設基金

５区営住宅整備基金

６社会福祉基金

積
立
基
金
*
１

８,０５０,０００,０００計１７,５００,３４２,０２０計

*2・基金の金額は運用できる上限額*1・11年度の取り崩しは未実施

区民税負担額の推移�

２５０,０００�

２００,０００�

１５０,０００�

１００,０００�

５０,０００�

０�

（円）�

６年度� ７年度� ８年度� ９年度� １０年度� １１年度�

１１０,６８６�１１０,６８６�

２２０,４０８�

１１３,５４７�１１３,５４７�

２２９,６１９�

１０９,５５１�１０９,５５１�

２１９,４２０�

１２０,０１１�１２０,０１１�

２３７,４３１�

１１２,８７７�１１２,８７７�

２２０,８９８�

１０４,５６５�１０４,５６５�

２０２,３８３�２０２,３８３�

一人あたり�

世帯あたり�

区は、条例に基づき年２回財政状況を公表しています。
今回は「１１年度上半期（４月～９月）」について、お知らせします。―問い合わせは、予算課へ。

区区のの財財政政状状況況ををおお知知ららせせししまますす
●●●●●●●●●平成１１年度上半期

� 
当
初
予
算

�
補
正
予
算

�
特
別
区
債

�
公
有
財
産

�
区
民
税
の
負
担

�
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営

表５―公有財産の現在高（単位：円）

構成比(%)金額区　分

６５.９６

２７.３６

４.６

０.９

０.５３

０.６１

０.０３

０.０１

０

３６６,０６６,１０５,６００

１５１,８３９,４０８,５００

２５,５５０,３４２,０２０

５,０１８,８２７,１５８

２,９１９,６４７,１００

３,３７８,９６６,４００

１８３,０２７,２００

４０,０００,０００

２４０,０００

 土 地

 建 物

 基 金

 物 品

 工 作 物

 出 資 金

 立 木

有価証券

 地 役 権

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１００５５４,９９６,５６３,９７８合計

表２―１１年度予算、予算規模（１１年９月３０日現在　単位：千円）

予算総額繰越明許費繰越額補正予算当初予算会計区分

１３７,２９６,４９５

３２,５４４,４５３

４７,７３３,７１３

８１２,７９３

２,９８７,１９４

０

０

０

３,２７９,３０１

０

０

０

１３１,０３０,０００

３２,５４４,４５３

４７,７３３,７１３

８１２,７９３

一般会計

国民健康保険事業会計

老人保健医療会計

用地会計

２１８,３８７,４５４２,９８７,１９４３,２７９,３０１２１２,１２０,９５９合　計
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●３

◇
あ
っ
せ
ん
の
種
類

　

左
表
の
と
お
り

◇
あ
っ
せ
ん
期
間

▽
消
火
器
＝
通
年
▽
消
火
器
以

外
＝
３
月　

日
（
消
印
有
効
）

３１

ま
で

◇
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
物
資
の
番
号
・

品
目
・
数
量
を
書
い
て
、
防
災

課
へ
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）。

◇
配
達
方
法

　

区
の
指
定
業
者
が
配
達
。

▽
消
火
器
＝
業
者
か
ら
電
話
で

連
絡
し
て
配
達
▽
消
火
器
以
外

＝
業
者
が
配
達
（
電
話
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

◇
支
払
い
方
法

　

配
達
の
際
、
業
者
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課

へ
。

区内の防災関連施設・
備蓄品をご紹介します

〈防災物資あっせん価格表〉

あっせん価格業者希望価格種　　類
６,０００１２,０００蓄圧式粉末消火器（１.５㎏）１
１０,０００１８,０００蓄圧式粉末消火器（３.０㎏）２
８,０００１１,０００蓄圧式強化液消火器（２�）３
１０,０００１８,０００蓄圧式強化液消火器（３�）４
５００―購入時の引取り

消火器引取り５
１,０００―引取のみ
１,８４０２,４００ヘルメット６
３,０６０３,８００防災ずきん７
１,２６０１,５００簡易炊飯袋【お袋のワザ】（５０枚）８
２,５７０３,２００保存用ビスケット（２０パック入）９

２,８８０３,６００保存用もちセット
（きなこ・あんこ・いそべ）×３袋１０

２,２５０２,８００白　　米アルファ米
（１０袋入）　１１

２,７５０３,４００五目ご飯
２,０４０２,５００おかゆ缶（１０缶入）１２
１,８４０２,１６０缶入り保存飲料水（１２缶入）１３
４,７９０５,７００オレンジエプロンとアー

ムカバーセット１４
４,７９０５,７００ブルー
２,７５０３,６００防災袋（非常持ち出し袋）１５
８２０１,０００パワーコンロ１６
５７０７００サバイバルブランケット１７
２,０４０２,５００非常時用排便収納袋１８
２,１４０２,６００家庭用組み立て式簡易トイレ１９
４,４００５,４００ＭＬ３５

家具転倒防止具
（二本組）２０

４,４００５,４００ＭＬ５０
４,４００５,４００ＭＬ８０
４,４００６,０００ＭＬ１１０
１,６３０２,０００家具転倒防止板（二枚組）２１

防災物資の
あっせん

　区では、各家庭で備えてほしい
防災物資を安くあっせんします。
品物は、国家検定合格品など信頼
できるものです。

　

大
震
災
等
に
備
え
て
、
区
で

は
日
ご
ろ
か
ら
食
糧
・
水
や
生

活
必
需
品
・
救
助
器
具
類
な
ど

を
備
蓄
す
る
た
め
、
区
内
に
二

七
の
災
害
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し

て
い
ま
す
（
表
１
）
。

　

災
害
備
蓄
倉
庫
は
、
震
災
時

の
被
害
に
応
じ
て
区
立
小
・
中

学
校
に
開
設
さ
れ
る
震
災
救
援

所
へ
備
蓄
品
を
搬
送
す
る
た
め

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

区
主
催
の
施
設
め
ぐ
り
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
災
害
備
蓄

倉
庫
の
施
設
見
学
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

震
災
救
援
所
は
、
震
災
時
に

様
々
な
被
害
で
自
分
の
家
な
ど

に
住
む
こ
と
の
で
き
な
い
被
災

者
の
た
め
に
区
立
の
小
・
中
学

校
に
開
設
し
、
宿
泊
や
食
事
の

提
供
を
行
う
施
設
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

か
ら
、
さ
し
あ
た
っ
て
必
要
な

食
糧
や
毛
布
、
救
助
工
具
な
ど

の
備
蓄
品
を
震
災
救
援
所
に
常

備
し
て
お
く
た
め
に
、
余
裕
教

室
な
ど
を
利
用
し
て
学
校
防
災

倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
六
〇
の
区
立
小
・
中
学
校

に
設
置
し
て
お
り
、
計
画
的
に

整
備
・
充
実
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
活
用
水
を
確
保

す
る
た
め
の
学
校
防
災
井
戸
の

設
置
を
平
成
７
年
度
か
ら
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
中
に

全
区
立
学
校
へ
の
設
置
が
完
了

し
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
の

震
災
対
策
の
見
直
し
に
よ
り
、

備
蓄
品
に
つ
い
て
も
充
実
を
図

っ
て
き
て
お
り
、
現
在
は
一
〇

五
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

２
）
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
従
来
の

１０

乾
パ
ン
か
ら
保
存
用
ビ
ス
ケ
ッ

ト
へ
の
切
り
替
え
と
、
燻
薪

（
く
ん
し
ん
・
災
害
時
用
加
工

燃
料
）
の
購
入
を
行
い
ま
し

た
。
食
糧
の
備
蓄
に
つ
い
て
は

都
と
区
の
役
割
分
担
に
基
づ

き
、
被
災
区
民
の
一
日
分
と
な

っ
て
お
り
、
以
後
の
供
給
に
つ

い
て
は
、
都
お
よ
び
、
他
の
自

治
体
や
民
間
団
体
と
の
協
力
協

定
等
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

区
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
家

庭
に
お
け
る
備
え
と
し
て
、
食

糧
や
水
な
ど
を
三
日
分
程
度
用

意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
防
災
物
資
の
あ

っ
せ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

震
災
時
の
飲
料
水
の
確
保
は

重
要
な
対
策
の
一
つ
で
す
。
区

内
に
は
都
水
道
局
の
浄
水
所
・

給
水
所
・
応
急
給
水
槽
等
が
八

カ
所
あ
り
、
合
計
八
万
三
七
〇

〇
ト
ン
（
通
常
一
日
一
人
三
リ

ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
。
全
区
民

五
四
日
分
相
当
）
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
（
表
３
）
。
震
災
時

に
は
こ
こ
か
ら
各
震
災
救
援
所

に
搬
送
し
て
給
水
さ
れ
ま
す
。

避
難
場
所
で
も
状
況
に
よ
り
給

水
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
平
成

　

年
３
月
に
馬
橋
公
園
内
に
小

１１規
模
応
急
給
水
槽
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

区
立
の
公
園
の
う
ち
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
や
ゲ
ー
ト
シ
ャ
ワ

ー
な
ど
の
散
水
設
備
、
災
害
備

蓄
倉
庫
や
応
急
給
水
槽
等
の
防

災
設
備
な
ど
、
防
災
機
能
を
有

す
る
公
園
を
防
災
公
園
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
震
災
火
災
時
に
は

避
難
場
所
に
も
な
る
公
園
で
、

現
在
、
区
内
に
は
三
カ
所
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
表
４
）
。

☆

　

以
上
、
紹
介
し
た
防
災
関
連

施
設
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
近

く
に
あ
る
施
設
で
す
。
機
会
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
丸
五
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
区
で
は
こ
の
間
、
災
害
対
策
を
見
直
し
た
う
え
で
様

々
な
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
区
内
各
所
に
あ
る
災
害
備
蓄
倉
庫
や
給
水
施
設
、
防
災
公
園
な
ど
の
防
災
関

連
施
設
と
備
蓄
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
へ
。

震
災
救
援
所

 

（
区
立
小
・
中
学
校
）

災
害
備
蓄
倉
庫

備
蓄
品

家
庭
に
お
け
る
備
え

給
水
施
設

防
災
公
園

〈表１―杉並区災害備蓄倉庫〉

所在地備蓄倉庫名

高井戸東１‐１８‐５高井戸

松ノ木２‐３３‐６松ノ木

和泉４‐１６‐１０和泉

善福寺２‐２６‐１８善福寺

久我山５‐１８‐７久我山

永福２‐６‐１２永福

和田２‐３１‐１８和田

成田西３‐４‐１成田西

上井草２‐１２‐２６上井草

下高井戸３‐２６‐１下高井戸

宮前２‐１１‐１２宮前

堀ノ内２‐５‐２７堀ノ内

久我山５‐３６‐１７久我山第二

浜田山４‐２１‐３浜田山

永福１‐３‐１永福第二

上井草３‐１６‐２１上井草第二 

松ノ木１‐３‐１１松ノ木第二

高井戸西２‐５‐１０高井戸西

善福寺１‐８‐４善福寺第二

和泉２‐３６‐１１和泉第二

桃井４‐３‐２桃井

高円寺北４‐３５‐４高円寺北

和田３‐５５‐４６和田第二

下高井戸５‐１４‐６下高井戸第二

阿佐谷南１‐１５‐１阿佐谷南

井草４‐１２‐１井草

堀ノ内３‐３７‐４梅里堀ノ内

〈表２―主な備蓄品〉

品　名種　類

乾パン・ビスケット

乾燥米（五目・白飯）

缶詰（豚汁など）

おかゆ

粉ミルク

保存水（２�）

食糧・水など

毛布

ゴザ

カーペット

紙おむつ（大人・子供）

カイロ

生理用品

仮設トイレ

生活必需品

油圧ジャッキ

チェンソー

電動マルノコ

スコップ（丸・角）

担  架

救助器具類

発電機（大型・小型）

ガソリン
電源・燃料

〈表３―給水施設〉

数　量（ｔ）施　設　名
６０,０００東京都上井草給水所
１６,６００東京都和泉水圧調整所
１,０００東京都杉並浄水所

１,５００和田堀公園

応
急
給
水
槽

１,５００蚕糸の森公園

１,５００昭栄公園

１,５００井草森公園

１００小規模応急給水槽
（馬橋公園）

８３,７００合　計

〈表４―防災公園〉

所在地名　　称

高円寺北４‐３５‐５馬橋公園

和田３‐５５‐３０蚕糸の森公園

井草４‐１２‐１井草森公園

災害に強いまちを
目指して

▲和田第二災害備蓄倉庫
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バ
ス
で
施
設
を
見
学
し
、
杉

並
の
文
化
と
福
祉
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
２
月
３
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
【
予
定
コ
ー

ス
】
区
役
所
（
集
合
）
↓
大
相

撲
放
駒
部
屋
↓
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
陽
園
↓
杉
並
会
館

（
昼
食
）
↓
す
ぎ
の
き
・
け
や

き
生
活
園
↓
郷
土
博
物
館
↓
区

役
所
（
解
散
）【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】

四
〇
名【
参
加
費
】一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
参
加
希
望
者
（
ハ
ガ
キ
一
枚

に
二
名
ま
で
連
記
可
）
全
員
の

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
１
月　

日（
必
着
）ま
で
に

２１

広
聴
課
施
設
め
ぐ
り
担
当
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
後

１０

６
時　

分
開
演
（
５
時　

分
開

３０

３０

場
・
区
共
催
）【
会
場
】
杉
並
公

会
堂
（
上
荻
１
―　

―　

）

２３

１５

【
内
容
】
▽
第
一
部
＝
阿
川
佐

和
子
さ
ん
の
講
演
「
私
と
学

校
」（
講
師
自
身
の
青
春
期
の

体
験
談
）▽
第
二
部
＝
映
画「
稚

内
発
�
学
び
座
�
ソ
ー
ラ
ン
の

歌
が
聞
こ
え
る
」（
実
際
に
あ
っ

た
中
学
校
の
学
校
崩
壊
が
、
生

徒
、
先
生
、
地
域
の
人
や
父
母

な
ど
の
努
力
に
よ
り
再
生
し
て

い
く
様
子
を
描
き
ま
す
。
出
演

＝
渡
瀬
恒
彦
・
安
達
祐
美
ほ
か
）

【
定
員
】
一
〇
八
八
名
（
全
席

自
由
）【
入
場
料
】
大
人
一
〇

〇
〇
円
、
大
学
・
高
校
生
五
〇

〇
円
（
当
日
会
場
に
て
受
け
付

け
）

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
が
あ

り
ま
す
。

◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
１
月　

日
（
消
印
有

２０

効
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

２２

３２

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
文
化

村
・
渡
辺
℡
３
２
２
０
‐
１
１

０
０
ま
た
は
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

　

【
日
時
】
第
一
回
＝
１
月　
２９

日
�
午
後
６
時
開
演
（
５
時　
３０

分
開
場
）、
第
二
回
＝　

日
�

３０

午
後
２
時
開
演
（
１
時　

分
開

３０

場
）
／
区
後
援
【
会
場
】
セ
シ

オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）【
曲
目
】
ベ
ル
デ
ィ
作
曲

３２「
イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」

（
原
語
字
幕
付
き
上
演
）【
定

員
】
五
〇
〇
名
【
入
場
料
】
二

〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
東
京
オ
ペ
ラ
・
シ
ア
タ
ー

℡
５
３
９
５
‐
５
０
０
４
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
２
月
５
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
中
央
図

書
館
【
内
容
】
自
作
詩
の
朗

読
、子
ど
も
の
こ
ろ
の
は
な
し
、

詩
の
魅
力
な
ど
【
定
員
】
一
〇

〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で
、
１
月　
２１

日
（
必
着
）
ま
で
に
中
央
図
書

館
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
３

１６７

―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

４０

２３

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
３
３
９
１
‐
５
７
５
４
へ
。

※
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
直
筆
原

稿
、
初
版
本
、
直
筆
詩
な
ど

を
七
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て

現
在
展
示
し
て
い
ま
す
。
期

間
は
２
月　

日
�
ま
で
で

１６

す
。

　

人
形
劇
団
「
れ
も
ん
座
」
に

よ
る
人
形
劇
「
た
っ
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
」
で
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２２

２
時
〜
３
時
【
会
場
】
下
井
草

図
書
館
（
下
井
草
３
―　

―
２６

５
）【
対
象
】
幼
児
お
よ
び
児

童
【
定
員
】
六
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
３
３
９
６
‐
７
９
９
９
へ
。

※
１
月　

日
�
か
ら
整
理
券
を

１２

配
り
ま
す
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

　

ろ
う
者
と
聴
者
が
舞
台
を
作

り
、
人
形
た
ち
の
織
り
な
す
幻

想
世
界
の
大
活
劇
で
す
。

　

【
日
時
】
２
月
６
日
�
午
後

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
出
演
】
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ

ア
タ
ー
・
ひ
と
み
劇
団
【
定
員
】

五
六
八
名
【
入
場
料
】
大
人
一

八
〇
〇
円（
当
日
二
〇
〇
〇
円
）

小
・
中
学
生
五
〇
〇
円
（
当
日

六
〇
〇
円
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
の
会
・
福
島
℡
３
３
９

８
‐
１
８
４
３
�
３
３
９
８
‐

FAX 

１
７
５
７
へ
。

◇
親
子
二
五
組
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
・
二
人
一
組
）

で
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

３２合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

　

「
つ
づ
け
よ
う
国
際
交
流
、

２
０
０
０
年
も
あ
な
た
の
手

で
」
を
テ
ー
マ
に
お
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月
６
日
�
午
後

１
時　

分
〜
４
時　

分
（
１
時

３０

３０

開
場
）【
会
場
】
産
業
商
工
会

館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

【
内
容
】
外
国
人
エ
ン
タ
ー
テ

ィ
ナ
ー
大
会
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
杉
七
小
和
太
鼓
、
こ
ど
も
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
、
民
族
衣
装
の
展

示
・
試
着
・
撮
影
、
似
顔
絵
、

縁
日
コ
ー
ナ
ー
な
ど
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
杉
並
区

国
際
交
流
協
会
℡
５
３
７
８
‐

８
８
３
３
へ
。

　

今
、
注
目
の
ピ
ア
ソ
ラ
や
映

画
音
楽
な
ど
を
、
サ
ッ
ク
ス
の

ソ
ロ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

１０

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）【
出
演
】
指
揮

２３

１５

＝
小
松
長
生
／
サ
ッ
ク
ス
＝
須

川
展
也
／
管
弦
楽
＝
新
日
本
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

【
曲
目
】
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ

ー
ネ
作
品
集
、ガ
ブ
リ
エ
ル
ズ
・

オ
ー
ボ
エ
（
映
画
「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
よ
り
）、
ワ
ン
ス
・
ア
ポ

ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
ア

メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・

パ
ラ
ダ
イ
ス
、
リ
ベ
ル
タ
ン

ゴ
、
エ
ス
ク
ア
ロ
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
＝
交
響
曲
第
４
番

「
イ
タ
リ
ア
」【
入
場
料
】
指

定
席
三
〇
〇
〇
円
、
自
由
席
二

〇
〇
〇
円

　

チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
、
１

月　

日
�
午
後
１
時
か
ら
杉
並

１４
区
文
化
振
興
協
会
（
電
話
予
約

も
可
・
初
日
は
電
話
予
約
の

み
）、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

区
役
所
内
店
（
西
棟
二
階
）、

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
は
各
開
館
日
の
午
後
８

時
ま
で
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
文

化
振
興
協
会
℡
５
３
１
１
‐
７

０
３
５
へ
。

�
文
化
振
興
協
会
の
催
し

都
民
名
曲
サ
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
スススススススススススススススススススススススススススススススス
ププププププププププププププププププププププププププププププププ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
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新
日
本
フ
ィ
ル 
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ただいま最新情報発信中�

杉杉並並区区ホホーームムペペーージジ
http://www.city.suginami.tokyo.jp/
イベントはｉモードでもご覧になれます。
http://www.city.suginami.tokyo.jp/imode
　　　　　　　　問い合わせは、区政情報課へ。

２
月
の
施
設
め
ぐ
り

第　

回
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

２５

講
演
と
映
画
の
集
い

東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー

イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ

谷
川
俊
太
郎
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

こ
と
ば
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

―
詩
が
生
ま
れ
る
と
き

�
下
井
草
図
書
館

冬
の
お
た
の
し
み
人
形
劇

�人
形
劇
「
カ
ガ
ミ
マ
ル
」

第
９
回
国
際
交
流
の
つ
ど
い

　

今
度
の
特
別
区
制
度
改
革

で
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び 
運
営
に
関
す
る
法
律

（
以
下「
地
教
行
法
」と
い

う
）」第
五
十
九
条
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
特
別
区
が

「
東
京
都
の
内
部
的
団
体
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
た

め
の
特
例
で
、
市
の
教
育
委

員
会
と
比
べ
、
特
別
区
の
教

育
委
員
会
は
、
様
々
な
制
約

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

地
教
行
法
第
五
十
九
条
の

廃
止
に
伴
い
、
区
教
育
委
員

会
の
権
限
で
処
理
を
す
る
こ

と
に
な
る
事
務
を
紹
介
し
ま

す
。

�
教
育
課
程
の
取
扱
い

　

国
の
学
習
指
導
要
領
や
都

の
基
準
に
基
づ
い
て
、
区
教

育
委
員
会
に
お
い
て
規
則
等

を
定
め
、
区
立
小
・
中
・
養

護
学
校
（
以
下
「
区
立
学

校
」
と
い
い
ま
す
。）
や
幼
稚

園
か
ら
届
出
の
あ
っ
た
教
育

課
程
を
受
理
し
、
そ
の
集
約

や
分
析
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
教
科
書
の
取
扱
い

　

区
立
学
校
の
教
科
書
の
採

択
に
当
た
っ
て
は
中
立
・
公

正
を
確
保
す
る
た
め
、
規
定

の
整
備
を
行
い
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
採
択
委
員
会
等
を
設

置
し
、
区
教
育
委
員
会
に
お

い
て
教
科
書
の
採
択
を
行
い

ま
す
。

�
教
材
の
取
扱
い

　

利
用
状
況
等
を
把
握
す
る

た
め
、
区
立
学
校
か
ら
提
出

の
あ
る
、
副
読
本
や
学
習
帳

な
ど
の
教
材
の
届
出
に
つ
い

て
、
受
理
を
行
い
ま
す
。

�
幼
稚
園
教
育
職
員
の

身
分
取
扱
い
に
つ
い
て

　

区
立
幼
稚
園
に
勤
務
す
る

教
育
職
員
に
つ
い
て
、
条
例

等
の
規
定
を
整
備
し
、
採

用
、
昇
任
、
給
与
、
勤
務
時

間
、
服
務
監
督
な
ど
の
人

事
・
給
与
事
務
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て

は
、
二
三
区
で
共
同
処
理
を

行
い
ま
す
。

�
教
職
員
の
服
務
の
監
督
等

　

区
立
学
校
に
勤
務
す
る
教

職
員
に
対
し
、
服
務
に
関
し

て
の
承
認
・
許
可
や
指
導
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、昇
任
・

昇
給
な
ど
に
係
る
内
申
を
行

い
ま
す
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は

関
連
部
局
と
協
力
し
、
こ
れ

ら
に
伴
う
条
例
、
規
則
等
規

定
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
事
務
処
理
の
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育

委
員
会
庶
務
課
へ
。

平
成　

年
４
月
か
ら
教
科
書
の
決
定
は
、
区
教
育
委

１２

員
会
に
移
行
し
ま
す
。
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�
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▲阿川佐和子さん

�往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

�あて先は各記事の申込
先

�託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

行 事催
し

特
別
区
制
度
改
革

特
別
区
制
度
改
革

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
□３
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い
ず
れ
も
【
会
場
】
リ
サ
イ

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、
各

締
切
日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

℡
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

　

だ
れ
も
が
実
践
で
き
る
リ
サ

イ
ク
ル
の
話
を
聞
き
ま
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２９

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
【
講
師
】
漫
画
家
・
赤
星
た

み
こ
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
定

員
】
一
〇
〇
名【
参
加
費
】無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、
１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ

２０
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

℡
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

１７

１
時　

分
〜
（
区
共
催
）【
会

３０

場
】
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷

南
３
―
２
―　

）【
内
容
】
▽
建

１９

築
学
科
の
学
生
に
よ
る
四
つ
の

テ
ー
マ
分
析
の
発
表
①
地
域
密

着
商
店
街
の
活
性
化
と
デ
ザ
イ

ン
②
好
環
境
・
老
朽
集
合
住
宅

の
再
生
③
神
田
川
の
水
辺
を
生

か
す
ま
ち
づ
く
り
④
低
層
木
造

密
集
地
区
の
防
災
ま
ち
づ
く
り

▽
情
報
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
学
生

に
よ
る
、
蚕
糸
の
森
公
園
や
学

生
自
身
の
通
学
路
な
ど
の
身
近

な
環
境
の
情
報
分
析
か
ら
デ
ザ

イ
ン
提
案
ま
で【
参
加
費
】無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
へ
。

　

糸
や
毛
糸
で
マ
フ
ラ
ー
や
テ

ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
織
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
、
２

３１

月
１
日
�
、
３
日
�
、
４
日
�
、

７
日
�
の
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
計
五
回
）【
会
場
】
障
害
者
福

祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
障
害
者
、
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
【
定
員
】

一
〇
名
【
参
加
費
】
無
料
（
材

料
費
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
に
フ
ァ

ク
ス
番
号
、
障
害
の
状
況
も
書

い
て
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま

１７

で
に
障
害
者
福
祉
会
館（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
１０

５
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
℡

３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
３

３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

※
①
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
②

一
般
の
交
通
機
関
利
用
が
困

難
な
方
は
、
リ
フ
ト
付
き
バ

ス
（
定
員
あ
り
）
の
送
迎
が

利
用
で
き
ま
す
（
①
②
の
希

望
者
は
ハ
ガ
キ
に
そ
の
旨
記

入
）。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２９

１
時
〜
５
時（
区
後
援
）【
会
場
】

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）【
内

４７

１７

容
】
ネ
パ
ー
ル
の
教
育
実
践
か

ら
み
た
視
覚
障
害
者
の
職
業
と

生
活
実
態
【
講
師
】
久
我
山
盲

学
校
・
阿
由
葉
綾
子
さ
ん
【
定

員
】
九
〇
名
（
先
着
順
）【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
視
覚
障
害

者
授
産
施
設
チ
ャ
レ
ン
ジ
℡
５

３
１
０
‐
５
０
５
２
へ
。

　

生
命
保
険
の
基
礎
知
識
や
見

直
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

【
日
時
】
第
一
回
＝
１
月　
２５

日
�
、
第
二
回
＝　

日
�
／
い

２８

ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
【
会

場
】
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―
４
）【
講
師
】
フ

３６

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
・
泉
美
智
子
さ
ん
【
内
容
】

第
一
回
＝
「
保
険
見
直
し
の
予

FAX 

備
知
識
」、
第
二
回
＝
「
保
険
見

直
し
の
考
え
方
と
進
め
方
」【
定

員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
４

面
記
入
例
参
照
）
で
、
１
月　
１８

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生
活

課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
４
℡
３
３
１
４
‐

３６

３
６
４
３
）
へ
。
電
話
で
の
申

し
込
み
も
可
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
課
へ
。　

　

「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」
な

ど
で
お
な
じ
み
の
リ
ン
ド
グ
レ

ー
ン
の
作
品
舞
台
を
ス
ラ
イ
ド

で
訪
ね
ま
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
前

２９

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
西
荻
図

１０書
館
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
【
講
師
】
中
央

大
学
教
授
・
池
田
正
孝
さ
ん

【
定
員
】
七
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
１
月　

日
か

１２

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
西
荻
図

書
館
（
西
荻
北
２
―　

―
９
℡

３３

３
３
０
１
‐
１
６
７
０
）
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

へ
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２２

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）【
講
師
】
東
京
に
ふ
る
さ
と

１７を
つ
く
る
会
幹
事
・
山
本
純
美

さ
ん
【
定
員
】
七
〇
名
【
参
加

費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
℡
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
（
夜
間
）
へ
。

　

【
日
時
】
①
１
月　

日
②
２

２４

月
７
日
／
い
ず
れ
も
月
曜
日
の

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

（
区
後
援
）【
会
場
】
阿
佐
谷

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―　

）【
講
師
】
日

４７

１７

本
古
典
文
学
研
究
家
・
犬
養
悦

子
さ
ん
【
定
員
】
八
〇
名
（
先

着
順
）【
参
加
費
】
六
〇
〇
円

（
資
料
代
・
二
回
分
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習

振
興
会
・
前
澤
℡
３
３
１
１
‐

６
５
５
６
へ
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２８

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

【
テ
ー
マ
】
介
護
保
険
に
つ
い

て
【
対
象
】
高
齢
者
介
護
に
関

心
の
あ
る
方
【
定
員
】
二
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

同
ふ
れ
あ
い
の
家
℡
３
３
３
８

‐
８
６
３
０
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

　

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方

を
、
遊
び
を
と
お
し
て
一
緒
に

考
え
ま
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
前

２９

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
円
寺

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３

―　

―　

）【
対
象
】
乳
児
期
後

２４

１５

半
〜
１
歳
児
の
親
子
【
定
員
】

二
〇
組
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
℡
３
３
１

１
‐
０
１
１
６
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

　

健
康
づ
く
り
の
自
主
グ
ル
ー

プ
「
美
歯
倶
楽
部
」
と
の
共
同

企
画
で
「
歯
」
を
大
切
に
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
下

表
の
と
お
り
【
会
場
】
高
井
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―　

―
３
）【
定
員
】
三
〇
名

２０
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

は
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
℡
３

３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。

〈美歯セミナー〉

講　　師内　　　　容月　日

北海道大学歯学部生化学
教授        久保木　芳徳

歯直しから世直しへ～オランダはこうして歯科医
療改革に成功した１月２４日

保健センター歯科医師、
美歯倶楽部会員

上手な歯医者のかかりかた～歯医者さんに聞きた
いけど聞けないこと、言いたいけど言えないこと　　３１日

保健センター歯科衛生士できることから始めよう～口腔内観察とブラッシ
ング２月７日

※時間は、いずれも月曜日の午後１時３０分～３時。

モチつ持たれつ�
　高円寺保健センター分室（高円寺南３丁目）では、機能
訓練の一環としてもちつきが行われました。ご夫婦で力を
合わせて杵を振るう光景も見られ、会場は和気あいあいの
雰囲気に包まれていました。ついたもちは、あんこや大根
おろしにからませて昼食に。おみやげの鏡もちでお正月の
「そなえ」も万全です――12月21日、写す。�

きね�

●写真募集／区内の催しや楽しい光景
の写真。100字程度の説明と撮影場所･
月日、撮影者の住所、氏名、年齢、電
話番号を書いて、広報課へ郵送か持参
を。掲載者には記念品を差し上げます｡
●写っている方／希望者には写真を差
し上げます。広報課まで連絡を。�

　

群
馬
の
田
舎
料
理
を
手
作
り

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
第
一
回
＝
２
月
２

日
�
〜
、
第
二
回
＝
３
月
１
日

�
〜
、
第
三
回
＝
３
月　

日
�

１０

〜
／
い
ず
れ
も
二
泊
三
日
（
現

地
集
合
）【
会
場
】す
ぎ
な
み
自

然
村
（
群
馬
県
吾
妻
群
吾
妻
町

大
字
原
町
４
３
９
９
）【
内
容
】

手
作
り
味
噌
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

お
き
り
こ
み
を
作
り
ま
す
。（
日

程
内
で
希
望
者
は
紙
細
工
も
体

験
で
き
ま
す
・
別
料
金
）【
対
象
】

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
各
回
一
〇
名
（
先
着

順
）【
参
加
費
】
三
二
〇
〇
円

（
宿
泊
費
を
除
く
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

１
月　

日
ま
で
に
す
ぎ
な
み
自

２５

然
村
℡
０
２
７
９
‐
６
８
‐
５

３
３
８
�
０
２
７
９
‐
６
８
‐

５
４
１
７
へ
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

※
陶
芸
教
室
、
野
鳥
観
察
会
も

参
加
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
日
程
な
ど
は
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

FAX 

�
す
ぎ
な
み
自
然
村

田田田田田田田田田田田田田田
舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎
のののののののののののののの
手手手手手手手手手手手手手手
作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりり
教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室

田
舎
の
手
作
り
教
室

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

講
習
会

「
杉
並
で
学
ぶ
」

東
京
電
機
大
学
＆ 

女
子
美
術
短
期
大
学 

 

公
開
授
業

◇
リ
サ
イ
ク
ル
押
花
ア
ー
ト

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２５

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
内

３０
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広報� NO.1500 平成１２（２０００）年１月１１日（火曜日）　

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●６

�都民体育大会予選会
◇バスケットボール
　【日時】２月１１日～４月９日の日曜・祝日午前９時～【会場】区内体育館【対象】
区内在住・在勤・在学の方で編成されたチーム（大学の登録チームと高校生以下は
除く）【試合方式】トーナメント方式【参加費】１チーム２０００円（代表者会議で納
入）【申込み】ハガキにチーム名、男女別、代表者の氏名・住所・電話番号、ユニホ
ームの色を書いて、１月３１日（必着）までに区バスケットボール連盟・藤田理（〒
１６６‐０００１阿佐谷北４‐１７‐１６）へ【問合せ】同連盟・藤田℡３３３８‐０４１２（夜間）
【備考】代表者会議を２月４日午後６時３０分から荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）で
開催
◇ライフル射撃
　【日時】２月６日�、１３日�午前９時～午後４時【会場】神奈川県伊勢原射撃場
【種目】ＳＦＲ‐３Ｐ６０、ＳＦＲ‐Ｐ６０、ＡＲ‐Ｓ６０、ＡＲ‐Ｐ６０、ＡＰ‐６０（１
人２種目まで）【対象】区内在住・在勤・在学の銃所持許可者【参加費】ＡＲの部＝
２０００円、ＳＢの部＝３０００円【申込み】１月３１日（必着）までに参加費を郵便振替で
「００１１０‐７‐４８３６１杉並区ライフル射撃協会事務局」あて入金【問合せ】同協会・
全℡・FAX３３１８‐０１２０
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス
　【日時】２月１３日�午前９時～午後５時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】区内在住・在勤・在学の方【種目】一般男子・女子ともにダブルス【定員】
１００名【参加費】無料（別途保険料２０円必要）【申込み】往復ハガキ（４面記入例参
照）を１月２０日（必着）までに区パドルテニス協会・秋元修（〒１６６‐００１１梅里２
‐７‐３）へ【問合せ】同協会・秋元℡３３１１‐７９３１【備考】�申し込みはすべて個
人申込�ペアの組み合わせは事前抽選�用具の貸し出しあり

�第１回スリーダブルス大会（卓球）
　【日時】２月１３日�午前９時～（区後援）【会場】永福体育館（永福３‐５１‐１７）
【種目】男女別３ダブルス（３～４名）団体戦【対象】区内在住・在勤・在学の方
および区内のクラブに所属し、東京都卓球連盟に加盟している方【参加費】１チー
ム３５００円【申込み】参加種目、住所、氏名、年齢、性別、電話番号を書いて、２月
２日（必着）までに参加費（定額小為替・切手または現金書留）を添えて区卓球連
盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１㈱タマス）へ【問合せ】同連盟・大沼
℡３３１４‐６６２４（午前９時～午後５時）

�フィットネスセミナー
◇シェイプアップコース
　理想の体型づくりに必要な知識・方法を正しく理解し、無理なく実践します。　　
　【日時】２月１日～２９日の火曜日・金曜日午前９時～１１時（２月１１日を除く・計
８日）【会場】上井草スポーツセンタートレーニングルーム【対象】区内在住・在
勤・在学の方【定員】２０名【参加費】無料（入場券４００円はお買い求めください）
【申込み】往復ハガキ（４面記入例参照）を１月２０日（必着）までに上井草スポー
ツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問
合せ】同センター℡３３９０‐５７０７へ【備考】セミナー開催中は一般利用はできません

�区民スポーツ教室
◇初級者水泳教室
　クロールを中心に基礎から指導を行い、技術の向上を図ります。
　【日時】２月８日～３月２１日毎週火曜日午後７時～９時（計６回）（３月７日を除
く）【会場】杉十小温水プール【対象】区内在住・在勤の１６歳以上の全日程参加でき
る健康な方で、２５ｍ程度泳げる方【定員】６４名【参加費】３０００円【申込み】往復ハ
ガキ（４面記入例参照）を書いて１月２１日（必着）までに杉十小温水プール（〒１６６
‐００１２和田３‐５５‐４９）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】杉十小温水プ
ール℡３３１８‐８７６３
◇盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】１月２３日�午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】身体に障害のある方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接会場へ【問
合せ】同体育館℡３２２０‐３３８１
�新日本スポーツ連盟初心者スポーツ教室（卓球）
　【日時】２月１１日�午後１時～５時（区共催）【会場】大宮前体育館（宮前２‐１１
‐１１）【対象】区内在住・在勤・在学の初心者・初級者【参加費】１人１０００円【定
員】５０名（先着順）【申込み】往復ハガキ（４面記入例参照）にクラブ名、希望クラ
ス（初心者・初級者）も書いて、２月１日（必着）までに新日本スポーツ連盟・小
林章子（〒１６６‐００１３堀ノ内３‐４５‐１）へ。参加費は郵便振替で「００１００‐９‐
３９５６８０新日本スポーツ連盟杉並卓球協議会」へ（先着にもれた方には後日参加費を
返却します）【問合せ】同連盟・小林℡３３１３‐３５１０（午後８時～９時）
�志賀高原スキー教室
　【日時】３月２日�夜出発～５日�夜解散（３泊４日・区後援）【会場】長野県志
賀高原スキー場（長野オリンピックアルペンコースなど）【対象】区内在住・在勤・
在学の方および区スキー連盟会員で、プルークボーゲンが確実にできる中・上級者
【参加費】４万５０００円【定員】４２名（先着順）【申込み・問合せ】電話またはファク
スで区スキー連盟・保田℡・FAX３３３１‐１３６９へ。ファクスの場合は教室名、住所、氏
名、生年月日、電話番号を明記【備考】往復貸切バス使用
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定（筋力・瞬発力・全身持久力・敏しょう性・平衡性・柔軟性）を行
い、専門スタッフが面談をしながら①成人病予防②シェイプアップ③体力アップな
ど、あなたの目的に応じた運動プログラムを作成します　　　　　　　　　　　
　【日時】２月１３日�午後１時３０分～４時３０分【会場】荻窪体育館【対象】区内在
住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復ハガキ（１人１
通、１プログラムのみ。２名まで連記可）に住所、氏名（フリガナ）、生年月日、性
別、電話番号、希望のプログラム番号（①～③）を１つ書いて、１月２５日（必着）
までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場合は、抽
選【問合せ】同体育館℡・FAX３２２０‐３３８１
�ゴールキーパーのためのトレーニング講習会
　【日時】１月２２日・２９日いずれも土曜日午後３時～６時（区後援）【会場】上井草
スポーツセンター運動場・会議室（上井草３‐３４‐１）【対象】�区内在住の小学５・
６年生、中学１・２年生のゴールキーパーまたはゴールキーパー希望者�ゴールキー
パーのトレーニング方法を学びたいコーチまたは父兄の方【定員】各回６０名【参加
費】無料（大人は１０００円）【申込み】当日直接会場へ【問合せ】杉並アヤックスＳ
Ｃ・杉沢℡３３０１‐１７３４

競技大会

スポーツ教室
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場　所日　時内　容相談名

区役所広聴課 ℡３３１２-２１１１
（一般区民相談は出張所でも行います）

月～金曜日の午前９時～午後４時

日常生活の悩みや区政のことなど

一般区民相談／くらしの相談

く
ら
し
・
法
律
・
行
政
な
ど

火・木曜日午前１０時～正午・午後１時～４時（英語・中国語）
外 国 人 相 談 �杉並区国際交流協会（みなみ阿佐ケ谷

ビル５階）℡５３７８-８８３３／FAX５３７８-８８４４
金曜日の午後１時～４時。日本語・英語による相談は毎週。
中国語・ハングルによる相談は予約制。

区役所広聴課 ℡３３１２-２１１１月～金曜日の午後１時～４時。先着１２名各相談日当日
午前９時から
広聴課へ電話
予約。先着順

土地、建物、相続、その他法律上のこと法律相談（電話予約制） 各サービスコーナーで実施。荻窪＝毎週月曜日／西荻＝第１火曜日／浜田山＝第２水曜日／桜上水北
＝第３木曜日／井荻＝第４金曜日。いずれも相談時間は午後１時～４時。先着６名

区役所広聴課 ℡３３１２-２１１１
木曜日の午後１から。先着６名贈与税・相続税等についての助言・指導税務相談（電話予約制）
月・火・金曜日の午前９時～正午・午後１時～４時示談の進め方など交 通 事 故 相 談
第３金曜日の午後１時～４時（受付は３時まで）人権が侵されたとき人 権 相 談

荻窪サービスコーナー ℡３３９２-８８４６
第２金曜日の午後１時～４時。
不動産取引相談は、当日午前９時から荻窪サービスコーナー
へ電話予約。先着６名。他の相談の受付は午後１時～３時

国など行政機関に対する苦情や要望行 政 相 談
契約等の民事書類作成、相続、遺言、役所手続きなど書類と手続きなんでも相談

区役所広聴課 ℡３３１２-２１１１火曜日の午後１時～４時。当日午前９時から広聴課へ電話
予約。先着４名（受付は３時まで）夫婦・親子の家庭内の悩みなど家事相談（電話予約制）

家庭
東福祉事務所℡３３８１-０１１１／西福祉事務所
℡３３９８-９１０４／南福祉事務所℡３３３２-７２２１

月・水・金曜日の午後１時～５時結婚・離婚・男女関係など家庭内の悩みなど家 庭 相 談

勤労福祉会館／問合わせは高齢者活動支援センター第２木曜日の午後１時～４時
求職と求人のあっ旋就 労 相 談

（おおむね６０歳以上対象）高
齢
者 高齢者活動支援センター ℡３３３１-９２１１

火曜日の午後１時～４時（第５火曜日は休み）
火～日曜日の午前９時～午後４時福祉や身の上相談など生活相談（６０歳以上対象）
火～日曜日の午前９時～午後４時疾病の予防と療養について保健婦が助言・指導一般健康相談（６０歳以上対象）
火曜日（内科）・金曜日（整形外科）の午後１時～３時疾病の予防と療養などについて専門医が助言・指導専門健康相談（６０歳以上対象）

障害者福祉会館 ℡３３３２-６１２１
月～金曜日の午前９時～午後４時就職・進路などの助言・指導生活相談（電話予約制）

障害者
内科／整形外科／精神科。いずれも月３回。午後１時～３時障害のある方・家族に専門医が助言・指導専門健康相談（電話予約制）

男女平等推進センター（ゆう杉並）相談室
 ℡３３９３-４７１３

火～土曜日の午前１０時～午後４時女性にかかわる諸問題
（生き方、夫婦、家族、職場、社会参加など）

一 般 相 談
女性

木曜日の午後１時３０分～４時３０分（予約制・夜間相談あり）法律相談（電話予約制）
区役所１階福祉・保健相談コーナー
 ℡３３１２-２１１１

月～金曜日の午前９時～午後５時福祉・保健サービスの施策の情報提供など福 祉 ・ 保 健 相 談
福祉
保健

�区役所西棟２階広聴課には、月曜日の午後１時から４時まで手話通訳者がいます。�いずれの相談も、祝日（振替休日を含む）　休館日は、休みます。�広聴課FAX＝３３１２-３５３１です。

スポーツ�
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、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
簡
単
な
活
動
歴
、
自

己
Ｐ
Ｒ
を
添
え
て
１
月　

日
３０

（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ
。
出
展
者

２２

３２

は
、
高
円
寺
若
者
雑
学
塾
企
画

委
員
会
が
決
定
し
、
２
月
上
旬

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

※
出
展
し
た
作
品
の
売
り
上
げ

は
、
全
額
本
人
の
も
の
と
し

ま
す
。

　

区
が
委
託
す
る
民
間
事
業
者

に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
対
象
・
内
容
な
ど
】
右
表

の
と
お
り

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
高
齢
者
事
業
課
介
護
サ
ー

ビ
ス
係
（
区
役
所
東
棟
一
階
）

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
（
東
＝

℡
３
３
８
１
‐
０
１
１
１
／
西

＝
℡
３
３
９
８
‐
９
１
０
４
／

南
＝
℡
３
３
３
２
‐
７
２
２

１
）
へ
。

◇
給
食
調
理
補
助
パ
ー
ト

　

【
勤
務
日
・
時
間
】
給
食
を

実
施
す
る
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
３
時　

分
（
実
働
六
時

１５

間
）
【
募
集
人
数
】
二
〇
名
程

度
【
時
給
】
一
一
四
〇
円
（　
１１

年
度
実
績
）
【
備
考
】
有
給
休

暇
、
健
康
診
断
、
被
服
貸
与
あ

り
。
交
通
費
支
給
（
月
額
一
万

円
限
度
）
。
社
会
保
険
全
員
加

入
。
一
年
任
用
（
二
回
ま
で
更

新
可
）

◇
学
校
施
設
管
理
パ
ー
ト

　

【
勤
務
日
・
時
間
】
原
則
と

し
て
隔
日
勤
務
。
平
日
＝
午
後

４
時
〜　

時（
実
働
六
時
間
）、

１０

土
曜
日
＝
正
午
〜
午
後　

時
１０

（
実
働
九
時
間
）
、
日
曜
・
祝

日
学
校
休
業
の
土
曜
日
＝
午
前

８
時
〜
午
後　

時
（
実
働
一
三

１０

時
間
）
【
募
集
人
数
】
一
〇
数

名
【
時
給
】
一
二
〇
〇
円
（　
１１

年
度
実
績
）
【
備
考
】
有
給
休

暇
、
健
康
診
断
、
被
服
貸
与
あ

り
。
交
通
費
支
給
（
月
額
一
万

円
限
度
）
。
一
年
任
用
（
二
回

ま
で
更
新
可
）

　
　
　
　
　

☆

　

各
職
種
と
も
、
採
用
は
４
月

１
日
。

　

希
望
者
は
、
写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
に
希
望
職
種
を
記
入

し
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２６

に
教
職
員
係
（
区
役
所
東
棟
六

階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
採
用
の
可
否
は
、
郵
送
で
３

月　

日
ご
ろ
ま
で
に
通
知
す

２０
る
予
定
で
す
。

　

ご
都
合
の
よ
い
曜
日
や
時
間

帯
に
協
力
員
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
と
し
て
活
動
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
内
容
】
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
▽
家
事
援
助
＝
食
事
の

支
度
、
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物

な
ど
▽
介
護
援
助
＝
外
出
介

助
、
車
い
す
介
助
、
身
辺
介
助

な
ど
【
謝
礼
金
】
家
事
援
助
＝

一
時
間
七
〇
〇
円
、
介
護
援
助

＝
一
時
間
八
四
〇
円
【
備
考
】

経
験
、
資
格
は
不
問

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
杉
並
区

さ
ん
あ
い
公
社
℡
５
３
０
６
‐

３
１
３
１
へ
。

　

知
的
障
害
者
施
設
「
す
ぎ
の

き
生
活
園
」
「
け
や
き
生
活

園
」
で
行
わ
れ
る
杉
実
祭
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
前

１１

９
時
〜
午
後
５
時
【
会
場
】
す

ぎ
の
き
生
活
園
（
井
草
３
―　
１８

―　

）
、
け
や
き
生
活
園
（
井

１４
草
３
―　

―　

）
【
内
容
】
利

１８

１９

用
者
の
介
助
、
模
擬
店
の
手
伝

い
【
募
集
人
数
】
三
五
名

　

申
し
込
み
は
、
１
月　

日
ま

２０

で
に
電
話
で
す
ぎ
の
き
生
活
園

℡
３
３
９
９
‐
８
９
５
３
ま
た

は
、
け
や
き
生
活
園
℡
３
３
０

１
‐
４
１
６
０
へ
。

　

【
勤
務
内
容
】
高
齢
者
の
た

め
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
調
理
な

ど
【
応
募
条
件
】　

歳
未
満
の

４５

健
康
で
土
曜
勤
務
可
能
な
方

【
募
集
人
数
】
若
干
名
【
時

〈デイサービス〉

からだが弱く、家庭にひきこもりがちな、おお
むね６５歳以上の区内にお住まいの方

対象者

趣味などの活動を通じて高齢者の健康の増進を
はかります

内　容

○アースの森高円寺デイサービスセンター
 �� 高円寺北２―１４―２６（１１年１２月８日開設）
○ハッピー高井戸デイサービスセンター
 �� 上高井戸３―６―９（１２年１月開設予定）
○すぎなみ天沼デイサービスセンター
 ��� 本天沼３―４４―１２（１２年２月開設予定）

施 設 の 名
称・所在地

１日４４０円（昼食、おやつ代）費　用

各施設６０名（１グループ１５人×４グループ）定　員

専用車両で送迎（区内全域）通所方法

民間事業者への委託は１２年３月末までです。
１２年４月からは民間事業者の自主事業となります。

その他

〈区立保育園パートタイマー・アルバイト〉
�パートタイマー

資格・その他勤務日数報酬（時給）勤務時間（　）内は実働時間  職務内容職　種

資格不要
交通費支給
（月額 １万円
限度） 雇用保
険加入（週 ２０
時間以上勤
務） 
有給休暇・健
康診断・被服
貸与あり

調理補助①・用
務補助＝週５日
保育補助⑤＝週
１日
 その他＝週６日
※勤務時間４時 
間以上の場合は 
交替制もあり
（保育補助は週
３ 日、調理補助・
用務補助は週２
日又は３日、希 
望者のみ）

①②⑦⑧⑨
 � =１,２５０円
③④⑤⑥
 � =１,１４０円

①午前７時３０分～９時３０分（２）
②午前７時３０分～１０時３０分（３） 
③午前９時～午後１時（４） 
④午前９時～午後２時４５分（５※）
⑤午前９時～午後２時４５分（５※）
　土曜日のみ
⑥午後１時～５時（４）
⑦午後３時３０分～６時３０分（３） 
⑧午後４時３０分～６時３０分（２） 
⑨午後４時３０分～７時３０分（３）

主に保育士の補助保育補助

 � １,１４０円
①午前９時～午後２時４５分（５※）
②午後４時１５分～７時１５分（３）

主に給食・補食
などの調理補助

調理補助

 � １,０９０円午前９時～午後２時４５分（５※） 主に園の清掃用務補助

（注）１．勤務時間欄で、※＝休憩４５分。２．報酬の単価は１１年度実績。

�アルバイト

資　　　格賃金（時給）勤務日数 勤務時間職務内容  職　種

保育士の有資格者 　１,０６０円

月２０日（日曜日・
祝日を 除く）

午前８時３０分～
午後５時１５分の
範囲内で指定す
る時間
（実働４時間～
８時間）

産休、病休等
の代替職員

 保育士 幼稚園・学校教員等の有資格
者

 　　　９７０円

不要
 　　　９７０円調　理

 　　　９３０円用　務

（注）賃金の単価は、１１年度実績。

〈児童館嘱託員・パートタイマー〉

資格・要件・年齢勤務場所曜日・勤務時間勤務日数

４５歳以下で、 １保育
士または教員有資格
者２関連学部（心理・
教 育・社会）卒業者
１・２共に見込み可

児童青少年
センター

火～日曜日午前８時３０分～午後９時１５分
（ローテーションによる８時間勤務）

１６日／月

①

嘱託員
児童館・

学童クラブ
日～土曜日午前８時３０分～午後６時１５分
（ローテーションによる８時間勤務）

１６日／月

児童館
第１～４日曜日および平日４日

午前８時３０分～午後５時１５分
８日／月②

５０歳以下の方学童クラブ
月～金曜日午前１０時３０分～午後６時１５分
（ローテーションによる６時間勤務）

５日／週パート

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１月のクリーンサイクルの販売日
１月１７日（月）午後１時～。のぼり旗のある自転
車販売協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。
一台９３００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
�問い合わせ：�杉並区障害者雇用支援事業団

℡５３８２―２０８１/ＦＡＸ５３８２―２０８３

ア
ー
ト
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 

出
展
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

区
立
学
校
職
員 

 

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

�
�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社 

 

協
力
員

�

�
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家 

 

調
理
員

� 杉
実
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

給
】
八
五
〇
円
【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
の

４５

間
で
週
二
回
程
度

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
を
１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
和
田

２０
ふ
れ
あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
２
和
田
３
―　

―
４
）
へ
。

５２

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ふ
れ
あ

い
の
家
℡
３
３
１
２
‐
８
８
０

０
へ
。

◇
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
１
日
か

ら
一
年
間
（
更
新
可
、
た
だ
し

二
回
ま
で
）
【
勤
務
内
容
等
】

左
表
の
と
お
り

◇
ア
ル
バ
イ
ト

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
１
日
か

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の

１３

３１

間
で
、
一
カ
月
か
ら
六
カ
月
。

（
一
日
七
時
間
以
上
勤
務
で
雇

用
期
間
が
二
カ
月
を
超
え
る
場

合
は
、
社
会
保
険
・
厚
生
年
金

加
入
）
【
勤
務
内
容
等
】
左
表

の
と
お
り

　
　
　
　

☆

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
に
希
望
職
種
・
勤
務

時
間
等
必
要
事
項
（
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
交
替
制
希
望
者
は
そ

の
旨
も
）
を
記
入
の
う
え
、
ア

ル
バ
イ
ト
希
望
で
保
育
士
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
保
育
士
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
郵

送
＝
１
月　

日
（
消
印
有
効
）

２５

／
持
参
＝
１
月　

日
ま
で
に
、

２７

保
育
第
一
係
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
係
へ
。

※
採
用
の
可
否
は
、
郵
送
で
３

月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
通
知
す

る
予
定
で
す
。

◇
嘱
託
員

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
１
日
か

ら
一
年
間
（
一
年
単
位
で
五
回

ま
で
更
新
可
）
【
勤
務
日
数
・

時
間
・
資
格
】
左
表
の
と
お
り

【
報
酬
】
①
月
額
一
五
万
円
以

上
②
月
額
八
万
円
以
上
（
い
ず

れ
も
年
齢
に
応
じ
て
加
算
あ

り
）
【
募
集
人
員
】
い
ず
れ
も

若
干
名
（
欠
員
状
況
に
よ
る
）

【
そ
の
他
】
社
会
保
険
、
交
通

費
支
給
、
有
給
休
暇
、
被
服
貸

与
あ
り

◇
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
１
日
か

ら
一
年
間
（
一
年
単
位
で
二
回

ま
で
更
新
可
）
【
勤
務
日
数
・

時
間
・
資
格
】
左
表
の
と
お
り

【
報
酬
】時
給
一
一
四
〇
円（　
１１

年
度
実
績
）
【
募
集
人
員
】
若

干
名
（
欠
員
状
況
に
よ
る
）

【
そ
の
他
】
社
会
保
険
、
交
通

費
支
給
（
一
万
円
を
限
度
）
、

有
給
休
暇
、
被
服
貸
与
あ
り

　
　
　
　
　

☆

　

嘱
託
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

と
も
に
申
し
込
み
は
、
写
真
を

は
っ
た
履
歴
書
を
２
月
１
日
か

ら　

日
（
必
着
）
の
間
に
児
童

１０
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６７

０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
）
へ

５６

郵
送
ま
た
は
持
参
。

　

児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
嘱

託
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ

ン
タ
ー
℡
３
３
９
３
‐
４
７
６

０
へ
。

�
児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ

 

嘱
託
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

�

�
区
立
保
育
園

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・ 

 

ア
ル
バ
イ
ト

�

掲示板
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【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方
①
９
年
１
月
１
日

以
降
国
民
金
融
公
庫
（　

月
１

１０

日
以
降
は
国
民
生
活
金
融
公

庫
）
か
ら
小
企
業
等
経
営
改
善

資
金
（
マ
ル
経
融
資
）
を
受
け

た
区
内
小
規
模
事
業
者
の
方
②

マ
ル
経
融
資
の
申
込
時
に
、
区

内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
主
た

る
事
業
所
（
法
人
の
場
合
は
本

店
登
記
）
が
あ
り
、
区
内
で
同

一
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
【
補

助
額
】
融
資
額
が
五
五
〇
万
円

以
内
で
、
国
民
金
融
公
庫
に
支

払
っ
た
利
子
（　

年
１
月
１
日

１１

か
ら　

月　

日
分
。
延
滞
利
子

１２

３１

を
除
く
）
の　

％
（
一
〇
〇
円

３０

未
満
切
り
捨
て
）

　

申
し
込
み
は
、
事
前
に
電
話

連
絡
の
う
え
、
１
月　

日
〜
２

２１

月
末
日
に
商
工
係
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
マ
ル
経
融
資
申
し
込
み
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
商

工
会
議
所
杉
並
支
部
℡
３
２

２
０
‐
１
２
１
１
へ
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
前

２７

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
高

１０円
寺
南
児
童
館
（
高
円
寺
南
３

―　

―　

）【
内
容
】
家
庭
に
あ

２４

１５

る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理

【
定
員
】
二
〇
名
（
先
着
順
）

【
費
用
】
実
費
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

１
月　

日
か
ら
電
話
で
同
児
童

１３

館
℡
３
３
１
５
‐
１
８
６
６
へ
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
の
た
め
に
、
子
育
て
の
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
方
（
利
用
会

員
）
と
、
子
育
て
の
手
助
け
が

で
き
る
方
（
協
力
会
員
）
が
、

地
域
の
中
で
子
育
て
の
相
互
援

助
を
す
る
た
め
の
会
員
組
織
で

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
・
会
場
】
▽
第
九
回

＝
１
月　

日
�
、
産
業
商
工
会

２１

館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

▽
第
一
〇
回
＝
２
月
５
日
�
、

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）
▽

４７

１７

第
一
一
回
＝
２
月　

日
�
、
浜

１６

田
山
会
館
（
浜
田
山
１
―　

―
３６

３
）
／
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

１０

正
午
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

杉
並
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
℡
５
３
０
６
‐
７
１
７

７
へ
。

※
２
月
５
日
は
、託
児（
３
歳
〜

就
学
前
）が
あ
り
ま
す
。希
望

者
は
、電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
先
着
一
〇
名
、保

険
料
一
〇
〇
円
が
必
要
）。

★
（
仮
称
）
日
本
橋
室
町
二
丁

目
ビ
ル
建
設
事
業
の
評
価
書
案

に
係
る
見
解
書
の
公
示
・
縦
覧

と
説
明
会

　

【
縦
覧
日
時
】
１
月　

日
�

１２

〜　

日
�
の
午
前
９
時　

分
〜

３１

３０

午
後
４
時　

分
【
縦
覧
場
所
】

３０

都
環
境
保
全
局
環
境
管
理
部
環

境
影
響
評
価
審
査
室
（
新
宿
区

西
新
宿
２
―
８
―
１
都
庁
第
一

本
庁
舎
北
塔
三
六
階
）、都
多
摩

環
境
保
全
事
務
所
（
立
川
市
錦

町
４
―
６
―
３
立
川
合
同
庁
舎

四
階
）、
区
環
境
保
全
課
（
成
田

東
５
―　

―　

ザ
・
プ
ラ
ザ
Ｆ

３５

１５

ビ
ル
一
階
）、高
円
寺
北
出
張
所

（
高
円
寺
北
３
―　

―
９
）、阿

２５

佐
谷
出
張
所
（
阿
佐
谷
北
２
―

　

―　

）、
天
沼
出
張
所
（
天
沼

１８

１７

２
―　

―　

）、清
沓
中
通
出
張

３０

１０

所
（
清
水
２
―　

―　

）、
上
井

１７

１１

草
出
張
所（
今
川
４
―
８
―　

）
２２

◇
意
見
書
の
提
出

　

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見

が
あ
る
都
民
の
方
は
、事
業
名
、

意
見
の
ほ
か
、
住
所
（
在
学
・

在
勤
の
方
は
そ
の
旨
も
）、氏
名

を
書
い
て
、
２
月　

日
（
消
印

１０

有
効
）
ま
で
に
都
環
境
保
全
局

環
境
管
理
部
環
境
影
響
評
価
審

査
室
（
〒　

‐
８
０
０
１
新
宿

１６３

区
西
新
宿
２
―
８
―
１
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
室
℡
５

３
２
１
‐
１
１
１
１
（
内
線
３

１
‐
２
５
２
）
へ
。

◇
事
業
者
に
よ
る
説
明
会

　

縦
覧
期
間
中
に
評
価
書
案
に

係
わ
る
見
解
書
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２０

６
時　

分
〜
８
時　

分【
会
場
】

３０

３０

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

　

説
明
会
の
問
い
合
わ
せ
は
、

三
井
不
動
産
㈱
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

運
用
部
室
町
計
画
推
進
室
℡
３

２
４
６
‐
３
５
８
６
へ
。

★
「
無
料
法
律
相
談
」
登
録
弁

護
士
制
度

　

無
料
法
律
相
談
を
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
さ
れ
て
い
る
弁
護
士

の
事
務
所
で
受
け
ら
れ
る
制
度

が
で
き
ま
し
た
。

　

【
会
場
】
都
内
各
所
の
法
律

事
務
所
（
登
録
弁
護
士
数
約
四

〇
〇
名
）【
相
談
内
容
】金
銭
、不

動
産
、
家
庭
、
債
権
・
債
務
な

ど
民
事
・
行
政
事
件
全
般
【
対

象
】
都
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

�
法
律
扶
助
協
会
東
京
都
支
部

℡
３
５
８
０
‐
３
８
５
５
（
専

用
電
話
）
へ
。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

【
日
時
】
毎
週
月
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
①
区
役

所
一
階
ロ
ビ
ー
②
荻
窪
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
（
上
荻
１
―
９
―

１
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
）

【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
杉
並
区

ま
ち
づ
く
り
公
社
℡
３
２
２
０

‐
４
３
５
１
ヘ
。

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２０

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー
【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
審

査
調
整
係
へ
。

※
�
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は

持
参
を
�
手
話
に
よ
る
相
談

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
診
断
・
改
修

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
昭

和　

年
６
月
１
日
以
前
に
着
工

５６
し
た
非
木
造
の
共
同
住
宅
お
よ

び　

歳
以
上
の
高
齢
者
・
障
害

６５
者
の
み
の
世
帯
が
居
住
す
る
木

造
住
宅
で
す
。

◇
診
断
費
の
助
成

　

区
が
指
定
す
る
診
断
機
関
が

診
断
し
た
場
合
に
限
り
、
非
木

造
共
同
住
宅
は
費
用
の　

％
２０

（
限
度
額
五
〇
万
円
）、高
齢
者

な
ど
の
居
住
す
る
木
造
住
宅

は
、費
用
の　

％（
限
度
額
七
万

５０

五
〇
〇
〇
円
）
を
建
物
の
所
有

者
に
助
成
し
ま
す
。
助
成
期
間

は
、　

年
３
月　

日
ま
で
で
す
。

１３

３１

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

建
築
課
審
査
調
整
係
へ
。

◇
改
修
費
の
助
成

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
改

修
を
行
う
高
齢
者
な
ど
の
居
住

す
る
木
造
住
宅
の
所
有
者
ま
た

は
居
住
者
に
、
工
事
費
の　

％
５０

（
限
度
額
五
〇
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
助
成
期
間
は
、　

年
１３

３
月　

日
ま
で
で
す
。

３１

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

住
宅
課
へ
。

　

区
民
の
方
が
、住
宅
の
修
繕
・

増
築
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事
を

行
う
場
合
の
資
金
の
融
資
を
、

区
と
契
約
す
る
金
融
機
関
に
低

利
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

　

【
内
容
】
右
表
の
と
お
り

　

問
い
合
わ
せ
は
、住
宅
課
へ
。

※
賃
貸
用
住
宅
に
つ
い
て
も
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
の

 

修
繕
・
増
改
築
相
談
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ををををををををををををををををををををををををををををををををを

建
物
の
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
会

建
築
物
の
耐
震
診
断
・

 

耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

住
宅
修
築
資
金
の

 

あ
っ
せ
ん

〈住宅修築資金融資あっせん〉
自己用住宅

・３００万円
・高齢者などが同居する世帯、耐震改修工事は５００万円

限
度
額
・修繕＝基礎・土台・外壁・屋根・台所・浴室・便所など
の修繕、内部の模様替え、高齢化対応工事、耐震改修工
事、マンションの共用部分の改修など
・増築＝建築確認済証が必要
・延べ床面積＝１６５�（高齢者などが同居する場合は２４０�）
以下の住宅

工
事
内
容

・区内に１年以上住所があり、自己所有の住宅（配偶者ま
たは直系親族が所有する住宅を含む）に居住している方
・同居または同居予定の直系親族も可
・年齢＝申込み時満２０歳以上、返済完了時満７０歳未満
・所得＝前年の総所得金額が１００万円以上１２００万円未満
・住民税を滞納していないこと

申
込
者
の
要
件

・本人負担利率＝１.４３％（心身に障害がある方などが同居
する世帯、高齢化対応工事、耐震改修工事は０.９５％）
・返済期間＝７年以内（３００万円を超える場合は１０年以内）
・連帯保証人が１名必要
・融資額３００万円を超える場合は物的担保が必要

融
資
の
条
件

※利率は変更になる場合があります。 

１月２８日�・３１日�
午前１０時～午後４時
区役所１階ロビーまたは
２階国民年金課

１月３１日�は、国民年金保険料１２
月分の支払い期限です。忘れずに
お支払いください。

年金相談のお知らせ

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
杉
並

区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
」

２１
の
審
議
と
並
行
し
て
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
区
長
が
一
緒
に
新
し

い
杉
並
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
基
本
構

想
）
を
考
え
る
会
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
描
い
て
い
る
夢
を

語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２２

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
産
業
商

工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

　

）
１９◇

意
見
を
発
表
す
る
方
は

　

発
表
を
希
望
す
る
方
は
、
ハ

ガ
キ
に
発
表
の
要
旨
を
一
〇
〇

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
代
、
性

別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
広
聴

２０
課
へ
。

◇
当
日
の
発
表
で
は

　

集
会
の
時
間
は
二
時
間
程
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
一

人
の
発
表
時
間
は
一
〇
分
程
度

に
ま
て
め
て
く
だ
さ
い
。

　

発
表
者
が
多
数
の
場
合
は
、

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会

場
が
満
員
の
場
合
は
、
入
場
を

お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、広
聴
課
へ
。

　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

２１

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

―
杉
並
の
「
未
来
予
想
図
」
を
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
―

　

区
で
は
、
井
草
森
公
園
周
辺

地
区
で
健
康
不
調
を
訴
え
て
い

る
方
を
対
象
に
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
左
下
表
の
と
お
り

【
会
場
】
い
ず
れ
も
上
井
草
保

健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８

―　

）【
内
容
】
医
師
に
よ
る

１９
問
診
、
検
査
、
専
門
相
談
（
結

果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

【
対
象
】
お
お
む
ね
平
成
８
年

４
月
以
降
に
発
症
し
、
現
在
も

呼
吸
器
、
目
、
皮
膚
等
の
健
康

不
調
の
あ
る
方
で
、
井
草
森
公

園
周
辺
に
居
住
す
る
区
民
ま
た

は
在
勤
の
方
（
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
）【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、ハ
ガ
キ
に「
井

草
森
公
園
周
辺
地
区
健
康
相

談
」
と
明
記
し
、
希
望
日
（
第

二
希
望
ま
で
お
書
き
く
だ
さ

い
）、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
１

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

２０
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―

１６７

２０

１
）
へ
。
希
望
日
を
調
整
の
う

え
、
相
談
日
・
相
談
時
間
を
ご

連
絡
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
℡
３

３
９
１
‐
１
０
２
５
へ
。

〈健康相談日程〉

相　談　日　時回

２月２日� � 午前９時～午後５時１

　　８日� � 午前９時～午後５時２

　　１２日� � 午前９時～午後５時３

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題

�
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金

利
子
補
助
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す

�

お
も
ち
ゃ
病
院

杉
並
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
説
明
会

FAXによる
問合せは

本紙掲載の記事につい
てファクシミリでの問
合せは、下記へ送信し
てください。広報課ま
たは担当の課から回答
します。

FAX．3312‐9911

情 報


